
教育委員会だより

の
４
日
間
、
上
ノ
国
地
区
町
民

プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
児
童
３８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
水
泳
教
室
は
、
基
礎
体

力
の
向
上
と
と
も
に
水
泳
の
競

技
力
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て

お
り
、
小
学
校
の
先
生
な
ど
８

人
が
講
師
と
な
り
実
施
。
児
童

は
、
６
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
力
量
に
応
じ
た
泳
ぎ

方
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

　
児
童
の
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど

泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
子
も
い

ま
し
た
が
、
４
日
間
の
講
習
を

通
じ
て
息
継
ぎ
を
し
な
が
ら
泳

げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

　
　
　
　
　
行
わ
れ
る

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

時　間：（火 ～ 金）午前９時～午後５時
　　　　（土・日・祝祭日）正　　午～午後５時
休館日：毎週月曜日、年末年始
場　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら内）

＊推定脅威　　　　　　　　　未須本　有　生／著
＊男ともだち　　　　　　　　千　早　　　茜／著
＊二千七百の夏と冬（上・下）荻　原　　　浩／著
＊おれたちの故郷　　　　　　佐　川　光　晴／著
＊本屋さんのダイアナ　　　　柚　木　麻　子／著
＊天の光　　　　　　　　　　葉　室　　　麟／著
＊まるまるの毬　　　　　　　西　條　奈　加／著
＊アクアマリンの神殿　　　　海　堂　　　尊／著
＊クラスメイツ（前・後期）　森　　　絵　都／著
＊かもめのジョナサン完成版　五　木　寛　之／訳
＊「自分」の壁　　　　　　　養　老　孟　司／著
＊叱られる力　　　　　　　　阿　川　佐和子／著
＊さよなら江差線　　　　　　北 海 道 新 聞 社／刊

９月２４日（水）　午後３時ごろ～
＊新しく入った絵本を中心に読みます。

絵本の読みきかせ

　
第
６３
回
檜
山
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

研
究
大
会
・
母
親
研
修
会
上
ノ

国
大
会
が
８
月
１７
日
、
上
ノ
国

中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
管
内
か

ら
約
４
３
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
の
研
究
大
会
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

創
造
を
目
的
に
各
町
の
持
ち

回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
研
修
部
長
よ
り
大
会
の
方

向
性
と
問
題
提
起
を
受
け
た
上

で
「
地
域
に
即
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
あ
り
方
」
な
ど
の
４
分
科

会
に
わ
か
れ
、
課
題
に
つ
い
て

討
論
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
花
ま
る
学
習
会
・

ス
ク
ー
ル
Ｆ
Ｃ
の
松
島
伸
浩
氏

が
「
わ
が
子
を
『
メ
シ
が
食
え

る
大
人
』
に
す
る
思
春
期
の
子

育
て
」
と
題
し
て
講
演
。
子
ど

檜
山
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会

・
母
親
研
修
会
開
催
さ
れ
る

分科会では熱心な議論も

も
が
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
の

力
を
育
て
る
た
め
に
は
、
好
奇

心
を
持
た
せ
た
上
で
、
物
事
に

集
中
し
て
取
り
組
ま
せ
る
よ
う

に
仕
向
け
る
と
と
も
に
、
大
人

自
身
も
学
び
続
け
る
必
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

　JETプログラムの外国語指導助
手（ALT）として、トリビー・ベ
ンジャミンさんが着任しました。
　ベンジャミンさんは、アメリカ・
ミシガン州出身の27歳。以前に日
本での留学経験があることから、
日常会話は話すことができます。
　日本の文化にも詳しく、カツカレーが好物で、今
後は空手に挑戦したいとのことです。
　主に上ノ国中学校での英語の授業に携わるほか、
小学校での外国語活動の支援にもあたります。また、
町民向けの英会話教室を企画する予定ですので、皆
さんよろしくお願いします。

外国語指導助手としてベンジャミンさん着任

子どもに好奇心を持たせる
重要性を語る松島氏

　
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
水

泳
教
室
が
７
月
２８
日
か
ら
３１
日

上ノ国の皆さん
　　よろしくお願いします！

☆「JETプログラム」とは
　海外の青年を招致し、地方自治体、教育委員会および全国の
小・中学校や高等学校で、国際交流の業務と外国語教育に携わ
ることにより、地域レベルでの草の根の国際化を推進すること
を目的としており、外国語指導助手のほか国際交流員、スポー
ツ国際交流員のプログラムがあります。
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